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本
派
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一
新
人
事
決
ま
る
…
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２
一
回

▽
就
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特
集
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・
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面

　
日
本
経
済
と
企
業
の
動
向

　
淫
談
職
状
況

▽
就
職
決
定
者
名
簿
こ
３
・
４
両

　
神
戸
女
学
院
で

　
も
値
上
げ
？

　
神
戸
女
添
良
大
学
で
も
学
費
値
上
げ

の
動
き
が
み
ら
れ
、
学
生
自
治
会
は
理

事
会
は
対
し
て
団
交
を
再
三
要
求
、
理

事
会
三
方
的
に
拒
否
し
て
い
る
。
自

治
会
で
は
・
値
上
げ
の
真
相
を
つ
か
み
、

値
上
げ
の
場
合
は
阻
止
堅
写
組
む
と

い
っ
て
い
号

中,央大

を
う
た
っ
て
い
る
よ
う
に
・
八
え
る
が
、

恵
。
一
江
全
く
述
だ
。
当
局
の
意
図
一
そ
暴

露
し
ご
徹
底
的
に
闘
う
」
（
前
田
祐
一

執
行
委
員
）
と
反
論
し
て
い
る
。
さ
ら

に
中
執
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い

る
。

ｍ
）
当
局
は
経
躍
涵
罪
大
弓
の
企
巣
化

　
壱
ま
す
ま
す
貫
徹
し
よ
う
と
し
て
い

　
る
。
本
学
八
十
周
年
を
メ
ド
に
教
養

　
部
の
都
下
多
摩
郡
由
本
村
移
転
穏
四

　
に
し
て
総
合
大
学
Ｕ
マ
ン
モ
ス
大
学

　
・
ｌ
蓼
ぞ
い
名
。
由
木
村
移
転
費

　
用
は
三
八
徽
七
〇
〇
〇
万
円
計
上
し

　
て
お
り
、
後
楽
園
・
練
馬
・
吉
繰
寺

　
ら
の
由
木
村
移
転
に
よ
っ
て
不
用
に

　
な
る
土
地
・
建
物
の
売
却
収
入
が
四

　
十
九
嘴
七
四
〇
〇
万
円
と
み
つ
も
ら

　
れ
て
い
る
心
″
ら
学
費
値
上
げ
の
根
拠

　
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

②
教
養
部
の
由
木
村
移
転
は
、
国
家
独

　
占
資
本
の
新
産
業
体
郵
日
社
会
的
再

　
編
成
日
日
学
園
都
市
の
祝
想
の
基
軸
に

　
そ
っ
た
も
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

③
ま
に
、
こ
の
移
転
に
と
も
な
っ
て
、

　
カ
ー
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
（
専
門
課
目

　
の
独
占
資
本
の
た
め
の
学
問
化
、
教

　
菱
過
程
が
専
門
の
篆
礎
化
に
再
編
）

　
に
よ
っ
て
、
産
学
協
同
路
線
を
ダ
イ

　
ナ
ミ
ッ
ク
に
貫
徹
し
て
い
く
も
の

　
だ
。
大
学
が
み
す
が
ら
営
原
論
化

　
し
て
い
く
。

ま
た
、
中
央
執
行
委
員
会
は
、
早
大
、

明
大
闘
争
の
教
訓
を
ふ
ま
え
て
、
①
各

ク
ラ
ス
・
サ
ー
ク
ル
、
各
種
ゼ
ミ
、
諸

団
体
の
徹
底
し
た
討
論
と
総
意
の
も
と

に
実
力
闘
争
を
展
開
ず
る
、
②
自
治
会

の
ほ
か
自
主
的
に
結
成
し
た
各
種
の

「
闘
争
要
員
会
」
を
基
盤
に
し
た
闘
争

硯
屏
Ｈ
「
全
学
々
生
評
議
委
員
会
」
を

結
成
し
て
、
一
月
中
旬
か
ら
無
期
限
λ
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1
2
・
1
6
無
期
限
ス
ト
突
入

五
万
八
千
円
に
、
理
科
系
が
十
雙
万
円

か
ら
二
十
二
万
五
千
円
と
な
り
、
さ
ら

に
四
十
四
年
度
に
は
文
科
系
が
士
八
万

二
千
円
、
理
科
系
が
二
十
三
万
円
と
な

り
、
値
上
げ
緬
は
現
行
の
五
六
恚
皿
七

％
増
と
い
う
大
幅
な
も
の
。
　
　
１

　
全
学
共
闘
会
議
は
十
一
月
二
十
二
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サ
ー
ビ
ス
ぶ
り

を
感
じ
た
の
は

見
限

　
コ

協
慌

十
万

考
冬

を
昌

内
寮

難
J
I

E
N
I

結
の
心

て
の
ル

実
に
｛
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し
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七
桓

た
も
｛

た
Ξ

う
摘
蕩

イ
ズ
４

隻
が
″

世
保
に

　
今
Ｅ

言
霊

に
箆

蚕
苗

て
い
ｚ

理
工
系
3
1
万
３
千
円
に
Ｅ

文
科
系
は
2
2
万
８
千
円

当
局
、
大
中
央
構
想
推
進
か
？

　
十
二
月
五
日
、
中
毘
ハ
宇
（
升
ぶ
総
長
日
‥
理
事
長
）
は
、
四
十
三
首
吊
費
を
平
均
四
七
％
値
上
げ
を
す
る
と
】
方
的
に
発
表
し
に
。
同
大
学
理
事
公

は
、
四
日
の
教
学
審
議
会
（
総
長
諮
問
機
関
）
が
学
生
の
反
対
行
動
の
た
め
事
実
1
1
流
会
、
学
費
値
上
げ
雪
消
を
受
け
な
い
ま
ま
、
強
行
し
た
も
の
。
一

方
、
学
生
側
は
連
合
自
治
員
総
会
を
開
き
、
①
学
生
大
会
‐
学
費
値
上
げ
阻
止
、
全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
拙
悪
得
、
凹
月
中
旬
の
試
験
を
申
マ
場
と
し
て
微
臨

し
た
実
力
闘
４
を
展
開
ず
る
こ
と
を
決
定
、
六
五
年
早
稲
田
大
、
六
六
万
明
治
大
の
闘
争
に
匹
敵
ず
る
闘
争
に
な
る
の
は
示
一
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
七
日
、
問
西
学
院
大
で
も
現
行
の
五
〇
％
白
の
心
一
費
の
値
上
げ
そ
す
る
と
発
表
。
そ
の
他
、
大
阪
工
以
、
神
戸
言
一
良
で
も
リ
費
値
上
げ
の
動
き

が
八
ら
れ
る
。
（
二
面
に
解
説
）

中
執
実
力
阻
止
を
確
認

　
　
　
　
『
全
学
評
』
（
箭
）
を
結
成

　
中
央
大
雪
・
の
学
費
値
上
げ
肢
居
間

郡
文
科
系
日
日
現
行
一
四
万
三
〇
〇
〇
円

萱
二
万
三
〇
〇
〇
円
（
値
上
げ
家
四

八
・
九
％
）
、
同
理
工
系
＝
現
行
二
二

万
八
〇
〇
〇
円
を
三
一
万
三
〇
〇
〇
円

　
（
日
三
七
・
二
％
）
と
な
る
。
ま
た
、

一
式
闘
郡
は
文
科
系
四
五
・
ハ
％
、
迂
玉

石
五
五
エ
ハ
％
の
値
上
げ
で
、
回
旋

平
勾
四
七
・
〇
二
％
。

　
理
事
会
の
値
上
げ
理
由
説
明
に
よ
芯

と
、
次
の
よ
う
な
大
学
教
育
・
研
究
条

件
の
改
善
の
た
め
の
増
収
の
た
め
参
費

１
Ｓ
１
１
會
１
１
ｓ
一
一
１
●
－
一
１
９
・
番
１
１
－
１
１
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｌ
ｓ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
一
一
が
ｌ
－
ｔ
ｇ
Ｓ
Ｉ
一
子
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
１
ｆ
ｌ
ｌ
－
子
喘
ｉ

値
上
げ
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　
①
学
生
数
を
毎
Ｅ
」
○
○
○
名
の
割

で
節
減
し
、
八
年
間
で
約
ハ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
名

減
員
ず
る
、
②
専
任
救
貧
を
増
員
（
班

年
三
六
名
増
）
し
、
授
業
俗
気
時
間
の

軽
減
を
は
か
る
、
③
事
務
の
機
械
化
と

と
も
に
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
売
実
の
た
め
職

員
の
増
員
を
は
か
る
、
④
そ
の
他
、
図

書
の
売
笑
、
研
究
費
、
毘

を
ず
る
と
い
う
。
し
か
し
、

釧
⊇
］
郷
引
刹
剛
胆

の
貧
困
、
法
制
上
の
制
約
と
国
民
路
傍

か
ら
一
息
寄
付
金
募
集
ヅ
困
雅
に
よ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
青
一
考
ゆ
一
管
Ｉ
會

り
、
七
の
必
要
経
費
を
学
費
値
上
げ
に

よ
ら
な
け
れ
ば
タ
ミ
い
と
し
ご
い

芯
。
ま
比
、
四
十
二
年
度
に
お
い
ご
、

経
常
収
支
が
二
砥
八
〇
〇
〇
万
円
の
赤

字
、
建
設
収
支
が
九
直
三
〇
〇
〇
万
円

の
赤
字
（
借
入
金
孤
高
）
で
、
学
費
を

現
行
に
据
置
い
た
場
合
、
四
十
七
年
度

セ
二
二
直
五
〇
〇
〇
万
円
（
経
常
）
、

ｓ
（
誉
心
）
に
の
ぼ
石
こ
り
っ
も
の
。

　
十
力
、
感
生
剥
で
‥
中
央
執
行
委
員
会

は
、
「
一
見
、
大
学
当
局
が
大
学
の
縮

小
化
・
几
士
ヲ
ロ
化
に
よ
っ
て
、
財
政

の
促
全
化
と
懲
了
研
究
条
件
の
改
遍

現
行
の
5
7
％
ア
ッ
プ

自
治
会
「
共
闘
会
議
」
結
成

　
玖
だ
、
問
西
学
院
入
学
理
事
会
は
十

二
月
七
日
、
四
十
三
年
度
か
ら
の
学
費

値
上
げ
を
正
式
決
定
、
全
学
共
闘
会
議

は
直
ち
に
印
紙
撤
回
を
要
求
し
て
ス
ト

体
制
に
入
っ
た
。
学
費
値
上
げ
案
に
よ

る
と
、
文
科
系
咳
十
万
二
千
円
か
ら
十

‐
：
’
・
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．
‐
・
…
・
．
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：
：
：
’
：
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・
・
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ｅ
ぃ
四

゛皿
　
ハ
　
ぶ
　
ｙ
゛
に
　
”
　
・
ｙ
　
１
　
・
り
’
皿

　
　
苦
境
に
立
つ

　
　
中
小
企
業

　
日
本
経
済
は
現
在
大
き
な
転
換
点
に

立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
資
本
自
由
化
、

英
の
ボ
ン
ド
切
り
下
げ
に
必
然
的
に
規

制
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
国
際
競
争
力
の
強

化
を
緊
急
に
要
請
さ
れ
、
国
内
に
お
け

る
新
た
な
再
細
か
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
辿
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
資
本
自
由
化
の
意
味
ず
る
も
の
は
、

日
本
独
占
資
本
と
言
に
米
資
本
と
の
結

冶
で
あ
り
、
い
い
換
え
心
な
ら
ば
外
国

資
本
の
日
本
企
粂
に
対
ず
る
選
別
育
成

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
外
国
資
本
に
見
込

ま
れ
た
巨
大
企
呈
は
資
本
結
合
に
よ

り
、
海
外
発
腰
に
ご
要
な
に
大
資
本
の

形
成
を
行
な
い
、
七
れ
以
外
の
中
小
企

業
は
げ
大
企
涜
の
も
と
に
だ
き
込
ま
れ

る
か
、
さ
も
な
く
ｙ
よ
産
の
蔓
き
目
を

味
わ
う
か
し
か
な
い
。
日
本
企
苫
総
体

の
一
方
的
幼
］
占
へ
の
哺
斜
は
多
大
の
犠

牲
を
と
も
な
わ
ざ
る
受
得
な
い
し
、
そ

れ
は
過
去
一
貫
し
て
日
本
経
済
の
必
然

の
動
き
で
あ
っ
た
。
今
後
そ
の
傾
向
が

強
ま
り
こ
そ
ず
れ
、
弱
ま
る
こ
と
は
有

り
得
な
い
で
あ
う
つ
。
中
小
企
業
が
飛

躍
的
発
展
を
ｙ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

衛
蹟
の
発
展
は
、
独
占
支
配
体
制
が
確

立
し
て
い
る
現
代
で
は
全
く
不
可
能
で

あ
る
し
、
た
と
え
、
独
占
企
業
が
い
ま

だ
手
を
つ
け
て
い
な
い
分
野
に
お
い

て
、
中
小
企
業
が
伸
長
し
て
来
た
と
し

て
も
、
そ
れ
ら
の
業
績
は
独
占
企
莱
に

横
取
り
さ
れ
る
も
の
と
し
て
し
か
存
在

し
な
い
。
い
わ
ゆ
る
独
占
の
横
取
り
現

象
で
あ
る
。

　
ま
た
国
家
政
策
と
の
関
連
に
お
い
て

も
、
独
占
へ
の
一
方
的
傾
斜
は
増
長
さ

れ
る
。
日
本
経
済
の
成
長
に
よ
る
国
内

市
場
の
狭
溢
化
、
そ
れ
に
規
制
さ
れ
る

と
こ
ろ
の
対
外
発
展
の
必
要
性
、
対
外

競
争
力
の
強
化
の
要
請
―
日
本
の
海

外
侵
略
政
策
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
日
本
経
済
の
一
枚
岩
的
強
化
（
中

小
企
業
の
独
占
体
へ
の
組
み
込
み
、
あ

る
い
は
資
本
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て
の

中
小
企
業
の
打
倒
）
は
進
行
す
る
、
そ

れ
は
資
本
の
す
う
勢
で
あ
る
。

　
　
幻
想
と
し
て

　
　
の
実
力
主
義

　
経
済
の
変
動
は
経
営
政
策
、
労
働
政

策
面
に
お
い
て
い
か
な
る
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
か
。
企
業
内
部
に
お
い

て
全
面
的
に
進
行
し
て
い
る
合
理
化
攻

勢
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
一
枚
の
紙
、
一

本
の
鉛
筆
も
大
切
に
」
と
い
う
も
の
か

ら
全
面
的
首
切
り
ま
で
合
理
化
は
あ
ら

ゆ
る
方
面
に
お
い
て
進
行
し
て
い
。
る
。

就
職
を
希
望
ず
る
学
生
の
中
に
は
「
災

力
士
叔
、
能
力
主
義
の
会
社
へ
行
き
た

い
」
と
言
う
も
の
が
い
る
が
、
こ
の
笑

方
丈
義
の
貿
態
も
合
理
化
攻
勢
の
一
環

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
年
功
序
列
制
度
の
　
か
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
こ
う
と

廃
止
、
実
力
生
薦
の
採
用
は
、
高
年
齢
Ｔ
し
て
い
る
人
達
に
は
ど
の
よ
う
な
状
況

労
働
者
の
切
り
捨
て
、
弱
年
労
働
者
の
　
が
待
ち
う
け
て
い
る
の
で
あ
ら
う
か
。

登
用
に
よ
る
小
数
精
続
生
義
で
あ
り
、
　
こ
の
場
合
、
同
志
社
大
学
を
社
会
が
ど

こ
れ
は
人
件
費
の
切
り
つ
め
と
労
働
彊
　
の
よ
う
に
見
、
位
置
づ
け
て
い
る
の
か

化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
内
容
的
に
は
首
　
が
問
題
と
な
る
。
関
西
に
お
い
て
は
同

切
り
と
全
く
同
一
の
結
果
を
資
本
家
、
　
志
社
大
学
は
ま
ず
一
流
の
私
大
で
あ
る

労
備
考
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
笑
　
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
全
国
的

身
省
は
万
年
甲
堅
社
員
一
部
課
長
ど
ま

り
、
つ
ま
り
エ
1
1
‘
Ｉ
ト
コ
ー
ス
か
ら
外

れ
た
存
在
と
し
て
し
か
見
ら
れ
て
い
な

い
。
だ
か
ら
同
志
社
の
教
授
内
部
に
も

　
「
本
学
の
学
生
は
型
に
は
ま
っ
た
滉
室

育
ち
が
多
く
、
そ
の
点
に
関
し
て
批
判

な
ど
も
あ
る
が
、
一
面
に
お
い
て
は
そ

の
よ
う
な
本
学
学
生
の
性
格
は
長
所
で

も
あ
る
」
と
い
う
声
が
出
て
く
る
の
で

あ
る
。

　
客
観
的
に
、
こ
の
程
度
に
し
か
見
ら

れ
て
い
な
い
同
志
社
大
生
か
就
職
後
ど

の
程
度
ま
で
出
世
で
き
る
か
と
い
う
と

極
め
て
悲
観
的
で
あ
る
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。
大
企
業
（
何
を
基
準
と
し

目
立
つ
合
理
化
の
波

伸
び
る
産
業
は

カ
マ
・
齢
の
会
社
に
Λ
れ
ば
、
何
か
し
ら

自
分
の
実
力
が
認
め
ら
れ
、
大
い
に
出

世
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
は

幻
想
に
過
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
実
力
主

義
と
は
少
数
精
鋭
主
義
で
あ
り
、
一
部

の
出
世
の
か
げ
に
は
そ
の
何
十
賠
か
の

落
伍
省
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
力
士
蓑
と
は
賢
杢
ｙ
が
い
か
に
労
働

者
を
上
手
に
安
価
に
こ
き
つ
か
う
の
か

と
い
う
戦
術
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

　
　
同
志
社
の
社

　
　
　
Ｉ
’
　
　
Ｉ

　
　
会
的
評
価

　
日
本
の
経
済
状
勤
と
そ
の
労
働
、
経

言
政
策
は
大
体
以
上
の
よ
う
な
も
の
だ

に
卒
業
者
が
進
出
し
て
い
る
以
上
、
視

点
は
全
国
的
な
も
の
に
広
げ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
全
国
的
規
模

で
、
特
に
企
業
が
同
志
社
大
学
を
ど
う

位
置
づ
け
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
同

志
社
は
東
京
の
中
央
大
学
、
明
治
大
学

程
度
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
Ｐ
同
志
社
出
身
者
に
対
し

て
、
将
米
企
業
を
背
負
っ
て
立
つ
よ
う

な
人
物
と
な
る
こ
と
を
期
待
じ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り

も
、
む
し
ろ
重
役
、
幹
部
の
下
で
コ
ソ

コ
ソ
と
い
わ
れ
た
と
う
り
の
こ
と
を
実

行
す
る
忠
笑
な
サ
ラ
ー
恚
シ
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
同
志
社
出

た
人
々
に
は
出
世
の
機
会
が
罷
か
に
多

い
。
こ
れ
ら
の
企
莱
に
は
大
学
右
業
者

が
少
い
し
、
実
力
次
第
で
は
経
営
陣
の

一
翼
と
な
る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
。
し

か
し
こ
こ
で
中
小
企
瓦
の
置
か
れ
て
い

る
客
観
的
情
勢
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ

ら
中
小
企
業
は
到
底
巨
大
な
独
占
資
本

に
は
た
ち
打
ち
で
き
な
い
。
行
く
宋
は

大
企
業
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
か
、
倒
産

ず
る
か
し
か
な
り
。
た
と
え
出
世
し
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
う
な
れ
ば
ど
の
振

な
運
命
を
た
ど
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
中
小
企
業
に
就
職
す

る
場
合
は
こ
の
点
に
よ
く
よ
く
注
意
す

る
こ
と
が
気
』
要
で
あ
る
。

こ
れ
だ

て
大
企
采
と
呼
ぶ
か
に
は
大
い
に
問
題

が
あ
る
。
就
職
部
は
資
本
金
一
蛾
円
以

上
の
企
業
を
大
企
業
と
し
て
い
る
よ
う

だ
ぢ
…
…
…
…
）
に
就
職
し
た
人
々
は
よ

ほ
ど
の
実
力
か
、
よ
ほ
ど
の
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
で
も
な
い
限
り
上
に
あ
が
る
こ
と

の
不
可
能
な
徊
己
の
存
在
を
悟
る
で
あ

ろ
う
。
実
力
主
義
、
実
力
主
義
と
叫
ば

れ
て
は
い
る
が
大
企
業
ほ
ど
学
閥
は
健

在
で
あ
る
し
、
い
わ
ゆ
る
日
本
的
経
営

字
義
、
人
間
関
係
も
ま
た
生
き
て
い
る
。

　
　
小
さ
な
平
和

　
　
か
貧
困
か

　
ま
た
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業
に
就
職
し

　
こ
ん
な
谷
シ
ー
ド
が
あ
る
。
自
分

の
実
力
は
中
小
企
菜
で
こ
そ
・
丸
裸
さ
れ

る
と
考
え
た
あ
る
学
生
、
資
本
金
数
百

万
と
い
う
小
企
業
を
積
極
的
に
受
験
し

就
職
が
内
定
し
・
に
。
と
こ
ろ
が
卒
業
前

に
そ
の
会
社
は
倒
産
。
そ
の
学
生
は
も

う
一
年
大
学
に
辰
っ
て
、
翌
年
巨
大
金

菜
に
就
職
し
に
…
…
…
む
れ
わ
れ
の
前
に

は
独
占
資
本
内
部
で
チ
ソ
ポ
ケ
な
安
定

し
た
生
活
か
、
そ
れ
と
も
貧
困
か
、
こ

の
二
つ
の
道
し
か
瓢
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
伸
び
る
産
業

　
　
斜
陽
産
業

　
支
だ
就
職
の
決
定
し
て
い
な
い
人
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一
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乖
・
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一
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●
乖
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ゆ
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ー
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●
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曾
―
一
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Ｉ
Ｉ
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Ｓ
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Ｉ
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Ｓ
－
Ｉ
一
一
一
―
一
ゆ
Ｉ
Ｉ
一
一
４
１
－
一
＠
一
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･゛再任，

liの確立

た
め
、
自
己
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と

の
Ｍ
わ
り
に
お
い
て
文
化
創
造
運
動
を

行
な
う
な
か
で
、
サ
’
‐
ク
ル
論
、
芸
術

論
を
蔓
兄
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
日
常
活
動
を
死
笑
さ
せ
る
こ
と
豪

放
認
し
た
。
新
執
行
部
体
制
は
次
の
と

お
り
。
委
員
長
・
亀
田
宏
（
商
二
・
レ

Ｆ
シ
音
奥
研
）
劃
委
員
長
・

ｔ

ヨ
好

ｉ
｀
一
Ｌ
一
一
・
‐
辰
一
ｒ
て
Ｒ
．
一
Ｅ
Ｉ
｀
隆
二

一

々
、
あ
る
い
は
二
、
忌
罠
の
た
め
に

も
、
つ
ね
に
安
定
し
た
産
業
、
伸
び
る

産
業
、
振
わ
な
い
産
業
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

　
〈
安
定
し
た
産
業
〉
好
不
況
の
肢
に

あ
ま
り
影
響
さ
れ
ず
、
つ
ね
に
需
要
が

一
定
線
以
上
あ
る
産
業
。

▽
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
電
力
、
銀
行

　
〈
伸
び
る
産
業
〉
国
内
流
通
体
制
の

ス
ピ
ー
ド
化
を
担
っ
て
い
る
産
業

▽
運
輸
、
涌
醒
、
流
通

　
生
産
過
程
、
事
務
処
理
の
簡
素
化
を

担
っ
て
い
る
産
業

▽
重
電
機
、
化
学
工
業
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
・
ク
ス

（　）は女子内斂

　
直
接
的

な
産
業

活

’ぷざ,1
　J.

防
衛
に
必
要

で
き
ず
溌
て
い
く
で
あ
ろ
う
産
業

▽
範
工
Ｊ
と
く
に
綿
紡
関
係

－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
－
１
Ｉ
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
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６
.
5
.
9
.
7
‐
９
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4
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(;×loo)
Ｏ
Ｏ
’
ｊ
戸
｛
‥
｝
Ｏ
り
ａ
２
６
０
３
３
４
［
ａ
７
Ｇ
Ｘ
Ｕ
｛
Ｏ

5
1
4
7
7
3
回
以
肘
陥
罷
照
凶
固
訟
９
温
蔀

　
者
　
ｊ
ｊ
？
？
～
Ｉ
ノ
３
？
、
く
く
ノ
ｘ
く
ｌ
く
ノ
ー
き
り
１
～
～
ｉ
く
く
ノ
、
ｊ

　
自
白
翁
2
8
1
5
7
9
&
j

”
&
i
;
‐
‐
4
‐
‐
;
”
.
.
.
.
.
6
｡
i
　
２

8
6

・

穀
バ
宍
釧
肘
沢
Ｕ
証
ｕ
肘
べ
‘
ｊ
ｙ
肘

　
摯
ｃ
ｐ
－
1
2
２
3
8
４
4
3
5
7
4
2
７
８
６
８
Ｊ
。
涛
計
Ｒ
　
　
　
１
５
２
９

　
就
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
２

　
内
政
励
Ｄ
Ｊ
ａ
Ｄ
ｊ
Ｄ
、
。
、
。
、
″
き
り
、
、
。
。
考
き
む
陥
く
く
。
、
ノ
、
。
。
、
。
３

ｂ
職
者
ぐ
ぐ
ぐ
Ｇ
ぐ
ぐ
ぐ
く
く
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
£
ぐ
ぐ
ｑ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

　
就
定
５
５
６
1
6
６
０
６
７
２
1
1
１
　
１
ｔ
’
４
3
5
　
　
　
１
０
１
９
‘

ａ

就職内定者斂

-　項　目
　
　
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
５
ｘ
ノ
ｊ
ｘ
Ｉ
Ｉ
／
Ｉ
Ｉ
Ｉ
♂
き
ー
う
Ｉ
″
ｘ
Ｉ
／
３
－
５
５
ｘ
Ｉ
″
Ｘ
Ｊ
ｊ

漕
　
耳
聡
萌
３
　
３
２
１
　
　
　
　
１
、
２
1
4

心

加
計
白
回
匠
鮭
耶
夕
服
副

四

斂

１
１
１
４
４
　
４
６
ｊ
｛
‘
　
　
　
　
Ｊ
己
　
　
　
　
１

　
文
化
会
計
律
胎
計
都
鄙
気
于
械
取
｝
］
工
計
　
文
化
計
都
鄙
都

　
英
文
社
小
法
政
小
学
奄
奄
機
根
一
｀
一
化
小
英
文
小
学

匹
丿
『
嗣
丿
馬
Ｉ
．
刎
川
ぺ
制
♂
貫

丿
　
作
心
　
四

経
商
　

ド
　
‰
鼠
剛

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
√
一
’
ヽ
　
　
ニ
　
　
郎

伸
び
な
や
む
法
経
商

三
学
部
で
二
％
減

I
　
ls
l4
x
a
s
　
4
1
1
'
l
i
1

1
1

ｊ

Ｉ
ヒ
″
Ｉ
Ｉ
’
ｊ
Ｉ
″
、
丿

八

柵

、
二
年
目
の
卒
業
生
を

　
ー
　
－
　
　
　
　
－
　
－
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ま晦９’昭和４２年１２月３･０９

▽
東
洋
レ
ー
ヨ
ン

▽
奈
良
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

▽
田
崎
真
珠

　
青
山
敏
子

　
青
山
照
子

烏
帽
子
田
靖
子

▽
ア
￥
y
y
h
‐
　
I
H
e
F

▽
国
立
京
都
国
際
会
議
場
　
飯
倉
映
子

▽
日
本
航
空

▽
三
井
石
油
化
学
工
業

▽
京
都
国
際
ホ
テ
ル

▽
米
国
大
学
協
会

▽
精
華
宝

▽
川
島
織
物

▽
孔
雀
室

▽
日
本
航
空

▽
旭
東
電
気

▽
帝
人

▽
柳
本
製
本
所

▽
国
立
京
都
国
際
会
館

▽
日
本
レ
イ
ヨ
ン

▽
日
本
通
訳
協
会

▽
伊
藤
忠
商
事

▽
外
与
防

▽
一
光
石
油
販
売
㈱

▽
伊
奈
製
陶
㈱

▽
え
び
す
屋
㈱

▽
大
阪
製
鋼
㈱

▽
し
ぷ
っ
ざ
ん
㈱
．

▽
中
国
塗
料
㈱

▽
中
国
銀
行
㈱

▽
日
本
ゴ
ム

▽
宮
崎
銀
行

池
田
暁
子

今
井
梯
子

磯
部
陳
子

板
垣
　
重
男

伊
藤
香
代
子

川
合
　
悦
子

菊
田
加
代
子

小
林
幸
代

河
野
晃
広

前
田
美
也

前
川
鏡
子

三
上
マ
サ
子

村
上
公
美

村
田
万
美
子

未
納
万
代
子

▽
川
島
織
物

▽
松
下
電
器
産
業

西中腸蔦

武和和世

▽
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
槙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
形
真
理
子

▽
奈
良
県
教
育
委
員
会
佐
川
　
宣
子

▽
中
島
洋
紙
　
　
　
　
崎
山
義
男

‐
▽
東
洋
工
業
　
　
　
　
佐
々
木
求

▽
印
度
銀
行
　
　
　
　
佐
藤
弘
子

▽
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
鴛
録
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
幸
子

▽
都
ホ
テ
ル
　
　
　
　
新
星
智
代

▽
ド
ッ
ド
ウ
エ
ル
ニ
ン
ド
カ
ン
八
二
Ｉ哀

竺

▽
帝
人
商
事

▽
新
阪
急
ホ
テ
ル

▽
ア
シ
ダ
ジ
ュ
ー
ー

▽
ア
シ
ざ
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リ
ー

▽
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日
本
印
刷
″

皇
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撃

杉本

恭子

高高原藤

　輝進子

▽
京
都
大
学
化
学
研
究
所
滝
由

か1

▽
海
外
出
版
貿
易
　
　
　
寺
尾
　
　
洋

▽
米
国
大
学
協
会
出
版
郡
上
島
俊
子

▽
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

▽
大
和
眼
鏡

▽
高
田
食
品

▽
日
本
航
２

諮
リ

山
口

栄

▽
倉
敷
紡
績

▽
森
下
商
店

▽
丸
紅
飯
田

▽
河
合
楽
器
製
作
所

▽
大
有
社

山
下
良
子

吉
村
　
早
苗

山
木
美
奈
子

畑
中
良
一

笠
万
　
進

▽
大
阪
市
大
図
書
専
門
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
柳

雫

▽
河
合
楽
器
製
作
所
　
中
村
清
松

▽
日
本
図
書
販
売
　
　
末
松
　
英
美

▽
人
物
往
来
社
　
　
　
田
中
潮
流

▽
数
学
社
　
　
　
　
　
　
若
松
フ
サ
子

▽
近
畿
日
衝
ノ
ー
刀
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
勇
一

▽
考
案
商
店
　
　
　
　
　
考
案
美
栄
子

▽
ス
ポ
ー
ツ
日
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新
聞
社

▽
岡
田
里

▽
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社

▽
藤
井
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九

▽
ニ
チ
ボ
ー
・

属
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行
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一
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田
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伊
藤
マ
サ
子

▽
日
本
ロ
ー
ク
づ
庖
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
生
栄
子

▽
大
丸

▽
日
糖
飲
料

▽
日
本
航
空

松
井
伊
都
夫

森
岡
茂
明

淑
旧
任
弥
子

▽
山
幸
製
作
所

▽
日
本
写
真
印
刷

▽
大
阪
南
マ
ツ
ズ

▽
淡
交
新
社

加石平尾
納川野崎

▽
米
国
大
学
協
会
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版
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今
野

▽
キ
ョ
ー
ト
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ス
ポ
ー
ツ
湊
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市
職
員

▽
日
本
図
書
販
売

▽
末
広
組

▽
と
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や
拳
物

▽
日
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▽
小
泉

▽
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石
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綴

▽
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▽
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・

▽
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海
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ツ
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▽
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▽
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▽
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㈱

▽
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安
㈱
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川
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夫
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媒
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倉
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央

▽
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▽
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▽
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蒼
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▽
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岡
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▽
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▽
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㈱

▽
大
和
証
券

▽
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共
生
興
㈱

▽
西
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産
業
㈱

▽
京
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新
聞
社

▽
福
徳
相
互
銀
行

▽
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庫

▽
大
和
製
嫉
㈱
｀

▽
理
研
ビ
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▽
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外
衣
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製
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▽
日
本
ハ
ム
㈱

▽
堺
市
役
所

▽
大
阪
音
響
㈱

▽
武
林
莫
大
小
㈱

▽
大
平
建
設
工
業
㈱

▽
山
善
機
械
器
具

▽
西
部
瓦
斯
㈱

▽
清
水
哭
業
㈱

▽
日
興
証
券

▽
ハ
ウ
ス
食
品
工
業

▽
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心
商
享
㈱

▽
阪
田
商
会
㈱

▽
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ベ
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萱
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銀
行
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▽
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遭
マ
ッ
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販
売
㈱
熊
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孝

▽
日
光
商
事
㈱
　
‥

▽
日
産
プ
リ
ン
ス
自
動
車

▽
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和
電
子
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学
㈱

▽
滋
賀
相
互
銀
行

▽
光
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業

▽
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㈱
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